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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

　小笠原諸島から初めてモミヤマシラミバエ（シラミバエ科）が記録された。採集された

4♂2♀はメジロ、メグロ、イソヒヨドリから得られ、メグロ、イソヒヨドリが同種の寄

主として報告されたことはこれまでなかった。

　シラミバエ科Hippoboscidaeに属するハエは鳥類および哺乳類に寄生し、これまで国内

からは約25種が記録されている（平嶋、1989；Iwasa，2001；Mogi　2’砿，2002）。その生活

史のほとんどを宿主の身体上で過ごすため、傷病鳥の保護や死亡個体の拾得、鳥類標識調

査などにより偶発的に採集されることが多く、現在でもその基礎的な分布や宿主情報など

について不明な点が数多く残されている。そのため、より多くの採集地点や宿主の記録が

国内のシラミバエ相の解明には不可欠であり、その中でも特に希少種や固有種とされる鳥

類からの記録は決して多くないために貴重な報告となりうる。

　2004年から2006年にかけて筆者の一人である川上は鳥類の糞内容物調査のため、小笠

原諸島において鳥類の捕獲を行った。調査では、かすみ網を用いて捕獲した個体を通気性

の良い紙袋に入れ、個体を取り出した後に紙袋に残された糞内容物を精査した。この結果、

メグロAPaloPteron　famitiare、メジロZosteroPS　joPonicus、イソヒヨドリMonticola　solitariUS

から合計6個体のシラミバエが採集され、その後、佐藤、茂木により同定作業が行われた。

これまで小笠原諸島におけるシラミバエ科の記録はトラツグミZoothera　daumaから採集さ

れたミゾゴイシラミバエOrnithoctona　Plicataが報告されているのみであったが（大林ほか、

2004）、同定の結果、以下のとおりモミヤマシラミバエOrnithoica　momiyamai　Kishida，

1932であることが判明したので、ここに報告する。なお標本はすべて70％エタノールの液

浸標本であり、利尻町立博物館にて保管する。
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Omithoica〃zo〃z乏ソa〃zai　Kt’shida，1932

　Apatopteron　familiare．1♂1♀，Entry　to　Sekimon，　Hahajima　Is．，14　Feb　2006，　K　Kawakami；

　1♀，Imotojima　Is．，26　Jun　2005，　K　Kawakami；1♂，　Kitako　Port，　Hahajima　Is．，2Feb　2004，

　KKawakami．

Monticola　solitarius．1♂，　Kitako　Port，　Hahajima　ls．，120ct　2005，　K　Kawakami．

　Zosterops　7’aponicus．1♂，　Sekimon，　Hahajima　ls．，1Jul　2005，　K　Kawakami．

　モミヤマシラミバエは体長約2mmの比較的小型のシラミバエであり、北海道、本州、

九州、沖縄の各地において多くの科にわたる鳥類から記録されている。これまでの寄主と

しては、キジ科（コジュケイBambusicola　thoracica）、キツツキ科（アオゲラPicus

awokera）、モズ科（モズLaniUS　bucePhalUS）、ミソサザイ科（ミソサザイTroglodytes

吻g10伽θS）、ッグミ科（アカヒゲErithaCUS　leomadori、マミジロTurdUS　sibiriCUS、クロツグ

ミTurdus偲纏s、ツグミTurdus　naumanni）、ウグイス科（メボソムシクイPhylloscop　us

borealis）、ヒタキ科（キビタキFicedula　narcissina、オオルリCyanoPtila　cyanomelana）、シ

ジュウカラ科（コガラParus〃montanus、ヒガラPけπsα’θ7、ヤマガラParas　varius、シジュ

ウカラ」助7螂〃吻07）、メジロ科（メジロ）、ホオジロ科（アオジEmberiza　sPodocePhala）、

ハタオリドリ科（スズメPasser〃montanus）、カラス科（ミヤマカケスGarrulus　glanaarias

brandtii）が報告されているが（Maa，1967；Mogi　6’砿，2002；Sat6＆Mogi，2008）、メグロ

（ミツスイ科）、イソヒヨドリ（ツグミ科）からの採集記録はこれまでなかった。

　メグロは、小笠原諸島の固有種で、現在は母島列島にのみに生息しており、渡りは行わ

ない（日本鳥学会、2000）。小笠原群島のメジロは在来種ではなく、移入された伊豆諸島

産亜種Z．is勿初g碗と火山列島産亜種Z．ialaniの雑種と考えられており（籾山、1930）、

現在は小笠原群島全体に広く生息している（Kawakami＆Higuchi，2003）。イソヒヨドリは

小笠原諸島の在来種で、留鳥として諸島内に広く分布している（樋口、1984）。これらの

種は、諸島外と頻繁に移動しているとは考えにくいことから、今回見つかったシラミバエ

は、メジロの移入時に持ち込まれたものかもしれない。また、小笠原諸島には多種の渡り

鳥が渡来することが知られており（樋口、1984）、モミヤマシラミバエの産地を利用する

渡り鳥により持ち込まれたシラミバエが留鳥に寄生した可能性もある。

　なお本種の類似種に（）．s励伽7ゴ（ニューギニア・オーストラリア）、σtridens（台湾）、

σsimpticis（東南アジア）がある。今回の標本では一部腹部が萎縮し観察が難しい個体も

あったが、オスの腹部腹面の剛毛配列の状態およびメスの交尾器周辺の形態により本報告

ではモミヤマシラミバエと判断した（Maa，1966；1967）。しかし、これらの種については
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現在でも分類学的に未決の問題や検討すべき点が残されており、今後、これらの広い地域

を含めた標本の再検討が必要と思われる。小笠原諸島は上記の類似種の生息地域に比較的

近い場所に位置するため、本報告で採集された鳥類以外からの寄生性双翅目の今後の新た

な発見が期待される。
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